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『
正
法
眼
蔵
』
の
言
語
表
現
に
関
す
る
一
考
察

―
構
文
の
複
文
化
に
よ
る
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
―

藤
　
川
　
直
　
子

は
じ
め
に

　

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
が
、
仮
字
『
正
法
眼
蔵
』（
以

後
、
特
別
な
注
釈
が
な
い
場
合
は
『
正
法
眼
蔵
』
と
の
み
記
す
）
を
な
ぜ
著
し

た
の
か
、
そ
し
て
、
言
語
で
表
現
す
る
こ
と
の
難
し
い
「
正
伝
の
仏
法
」

を
、
如
何
に
し
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
心
を
砕
い
た
の
か
、
そ
の
方
法
論

に
関
し
て
複
文
表
現
の
構
文
構
造
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に

す
る
。
道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
、
複
文
に
よ
る
複
雑
な

言
語
表
現
を
多
用
す
る
こ
と
で
「
正
伝
の
仏
法
」
を
論
述
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
目
的
と
意
図
を
考
察
す
る
。
な
お
、『
正
法
眼
蔵
』
の

分
析
は
、『
道
元
禅
師
全
集
』
上
巻
（
大
久
保
道
舟
編
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
九
年
）
を
用
い
、
読
み
方
お
よ
び
頁
数
は
、
新
刊
の
『
本
山
版

訂
補
正
法
眼
蔵
』（
河
村
孝
道
・
角
田
泰
隆
編
、
大
法
輪
閣
、

二
〇
一
九
年
）
を
参
考
と
し
た
。
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
後
者
を
参
考

に
し
て
筆
者
が
付
し
た
。　

一　
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て

　

周
知
の
通
り
、『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
和
文
で
書
か
れ
た
仮
字
『
正

法
眼
蔵
』
と
漢
文
で
書
か
れ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』（
三
〇
〇
則
）
が
、

存
在
す
る
。
道
元
禅
師
の
著
作
量
は
膨
大
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
和

文
で
書
か
れ
た
も
の
は
、和
歌
以
外
で
は
、仮
字
『
正
法
眼
蔵
』
と
「
永

平
寺
示
庫
院
文（

１
）」・「
観
音
導
利
興
聖
護
国
寺
重
雲
堂
式（
２
）」
な
ど
限
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
知
識
人
達
が
、
漢
文
で
記
載
す
る

こ
と
を
常
套
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
然
な
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
敢
え
て
本
作
を
和
文
（
仮
字
）
で
記
述
し
た
意
図
は
明
確
に
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

二　

先
行
研
究

　
『
正
法
眼
蔵
』
は
読
む
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
と

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
原
因
に
つ
い
て
論
究
し
、



一
九
〇
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』
の
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語
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す
る
一
考
察
（
藤
川
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主
と
し
て
、
漢
文
に
対
す
る
親
和
性
の
低
さ
と
禅
籍
特
有
の
語
彙
の
解

釈
等
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
道
元
禅
師
の
和

文
の
構
文
の
複
雑
さ
、
複
文
の
多
用
に
も
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と

筆
者
は
考
え
る
。
例
え
ば
、
榑
林
皓
堂
氏
は
、「『
正
法
眼
蔵
』
は
教
義
・

思
想
が
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
語
法
に
特
異
性
が
あ
り
す
ぎ
る
。
難
解

の
一
つ
の
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
」（『
道
元
禅
の
本
流
』、

大
法
輪
閣
、
一
九
八
二
年
、
二
一
八
頁
）
と
記
載
し
て
い
る
。
以
下
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
者
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
諸
論
説
に
つ
い
て
例

示
し
て
み
た
い
。

㈠ 

榑
林
皓
堂
氏　

―　

一
般
的
解
釈
・
従
来
の
漢
籍
解
釈
と
の
相
違

　

前
段
、『
道
元
禅
の
本
流
』「
第
七
章
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
語
法
」

で
、
文
法
上
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、「
ど
こ
ま
で

も
宗
義
上
の
問
題
と
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
」（
同
、二
一
八
頁
）

と
の
断
り
を
記
し
た
上
で
、具
体
例
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
現
成
公
案
」
の
巻
で
の
言
句
「
自
己
を
は
こ
び
て
万
法
を
修
証
す
る

を
迷
と
す
、
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
は
さ
と
り
な
り
」
を
取

り
上
げ
、
経
豪
の
『
正
法
眼
蔵
抄
』
の
主
旨
を
「
存
在
す
る
も
の
は
す

べ
て
真
理
の
顕
現
」
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我
々
は
我
々

と
し
て
絶
対
的
な
存
在
、
万
法
は
万
法
と
し
て
絶
対
的
な
存
在
」
で
あ

る
か
ら
「
天
地
宇
宙
を
『
迷
い
の
世
界
』（
全
迷
）
と
言
っ
て
も
『
悟

り
の
世
界
』（
全
悟
）
と
言
っ
て
も
同
じ
こ
と
に
な
る
」（
同
、二
二
一
頁
）

と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
諸
悪
莫
作
」
の
巻
で
は
、
従
来
「
諸
の
悪
は

な
す
こ
と
な
か
れ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
四
句
偈
を
、「
諸

悪
つ
く
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
読
む
こ
と
は
、
い
わ
ば
「
正
伝
の
立
場
か

ら
解
説
す
る
」（『
道
元
禅
の
研
究
』、
禅
学
研
究
会
、
一
九
七
四
年
、

三
〇
一
頁
）
こ
と
に
な
る
と
考
え
、「
文
意
は
文
章
の
約
束
、
文
字
の

通
念
と
は
お
よ
そ
隔
絶
し
た
も
の
と
な
る
」
と
述
べ
、
文
意
の
解
釈
が

従
来
の
一
般
的
な
解
釈
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

㈡ 

寺
田
透
氏　

―　

言
葉
遣
い
の
特
異
性
を
指
摘

　
『
寺
田
透
・
評
論
』
道
元
論
集
―
思
惟
と
言
語
（
思
潮
社
、

一
九
八
一
年
）
の
中
で
、「
道
元
の
文
章
は
日
本
文
と
し
て
は
破
格
で

あ
っ
て
、幾
多
の
場
合
不
当
で
さ
え
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、い
わ
ば
「
承

当
」
乃
至
「
保
任
」
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
そ
の
精
神
と
思
惟
を
高

め
る
ゆ
え
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、念
頭
に
お
こ
う
」（
一
六
頁
）
と
述
べ
、

さ
ら
に
「
漢
語
の
用
い
方
の
異
風
な
る
こ
と
」（
同
、一
七
頁
）
を
挙
げ
、

ま
た
、
道
元
禅
師
が
、「
語
を
普
通
の
用
例
や
自
分
自
身
の
他
の
場
合

の
用
例
と
ち
が
う
意
味
に
使
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
の
例
示

で
、
中
に
は
、
あ
る
と
き
は
通
常
の
用
法
に
従
い
な
が
ら
、
別
の
場
合

に
は
自
己
流
の
用
法
に
従
う
や
り
方
の
例
も
含
ま
れ
」（
同
、
二
九
頁
）

と
い
う
記
述
か
ら
、
道
元
禅
師
の
言
葉
遣
い
の
特
異
性
を
語
彙
の
使
用

方
法
・
解
釈
の
異
質
性
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
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㈢ 
角
田
泰
隆
氏　

―　

異
な
る
「
一
」
と
「
他
」
を
同
一
と
み
る
解
釈

　
『
道
元
禅
師
の
思
想
的
研
究
』「
第
八
章　

言
語
表
現
」（
春
秋
社
、

二
〇
一
五
年
）
の
中
で
、
先
ず
、
禅
を
特
徴
付
け
る
言
葉
と
し
て
、「
不

立
文
字
、
教
外
別
伝
」
と
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
を
挙
げ
、
禅
は

「
学
問
研
究
を
中
心
と
す
る
仏
教
に
対
す
る
批
判
」（
四
九
四
頁
）
か
ら
、

「
釈
尊
の
仏
法
は
文
字
（
経
論
）
の
上
に
あ
る
の
で
は
な
く
」、「
自
分

の
言
葉
で
自
内
証
を
語
り
」、「
人
間
の
本
性
を
見
究
め
、
自
己
を
明
ら

か
に
す
る
」（
同
頁
）
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
し
た
と
す
る
。
そ
し
て

禅
の
流
れ
を
く
む
、
道
元
禅
師
も
「
自
ら
の
行
い
に
よ
っ
て
示
し
、
自

ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
語
る
」（
同
、
四
九
五
頁
）
こ
と
を
選
び
、「
正
伝

の
仏
法
を
言
葉
に
記
し
て
残
す
道
を
選
ん
だ
」（
同
、
四
九
六
頁
）
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、道
元
禅
師
が
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
す
る
場
合
、「
絶
対
同
一
」

と
い
う
解
釈
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
特
異
な
言
語
表
現
を
解

析
す
る
。
道
元
禅
師
は
、
一
般
的
・
常
識
的
に
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

複
数
の
こ
と
を
「
複
数
の
異
な
っ
た
言
葉
が
、前
提
と
し
て
二
元
論
的
・

相
対
的
観
念
を
も
つ
同
一
で
は
な
く
、
一
元
論
的
・
絶
対
的
観
念
を
も

つ
同
一
で
あ
る
」（
同
、
五
〇
四
頁
）
の
だ
と
し
て
、「
異
な
る
事
物
・

事
象
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
が
、
実
際
に
は
、
全
き
同
一
『
絶
対
同

一
』
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」

の
巻
で
の
「
色
」
と
「
空
」（
同
、
一
〇
頁
）
や
、「
三
界
唯
心
」
の
巻

で
の
「
三
界
」
と
「
心
」（
同
、
五
一
三
頁
）、
等
々
を
挙
げ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
、
各
事
物
・
各
事
象
が
存
在
と
し
て
・
現
象
と
し
て
同
一

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。

㈣　

田
島
毓
堂
氏　

―　

 

国
語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る『
正
法
眼
蔵
』

の
研
究

　
『
正
法
眼
蔵
』
の
写
本
の
一
つ
で
あ
る
「
乾
坤
院
本
」
に
基
づ
き
、

著
書
『
正
法
眼
蔵
の
国
語
学
的
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）

を
著
わ
し
、
こ
の
中
で
「
表
記
法
」、「
音
韻
」、「
語
法
」、「
文
論
」、「
漢

語
」
と
い
っ
た
章
題
の
も
と
、
国
語
学
的
・
文
法
的
分
析
に
よ
り
、『
正

法
眼
蔵
』
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。「
語
法
」
の
研
究
（
品
詞
毎
の

分
析
）
が
主
軸
を
成
し
て
い
る
が
、「
文
論
」
に
お
け
る
活
用
語
連
体

形
に
よ
る
中
止
的
用
法
の
解
釈
―
連
体
形
の
形
で
、
一
旦
文
を
中
止
し

て
後
文
に
掛
か
っ
て
ゆ
く
も
の
で
、
一
般
の
連
体
的
用
法
と
混
ず
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
（
一
三
〇
一
頁
要
約
）
―
な
ど
の
見
解
は
、

道
元
禅
師
の
表
現
の
特
異
性
の
指
摘
で
あ
り
、
他
の
表
現
方
法
も
含
め

て
検
討
す
べ
き
主
張
だ
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
の
よ
う
に
、『
正
法
眼
蔵
』
を
理
解
す
る
こ
と
の
困

難
さ
は
、
漢
籍
お
よ
び
言
句
の
特
異
な
使
用
法
と
道
元
禅
師
独
自
の
解

釈
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鏡
島
寛
之
氏
は
、「
道

元
禅
師
の
言
語
観
と
眼
蔵
の
表
現
」（
角
田
泰
隆
編
集
、『
道
元
思
想
大

系
』
第
十
三
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
九
五
年
）
の
中
で
、「
国
語
国
文
と
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し
て
の
眼
蔵
の
文
章
の
表
現
が
、
眼
蔵
の
思
想
内
容
と
相
離
れ
得
な
い

必
然
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
予
想
で
き
る
。眼
蔵
の
表
現
の
特
異
性
、

そ
の
文
章
の
あ
り
か
た
は
、
結
局
、
眼
蔵
の
思
想
内
容
の
特
殊
性
の
即

応
反
射
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
一
一
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。　

　

こ
れ
ら
従
来
の
解
釈
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、『
正
法
眼
蔵
』
に

お
け
る
表
現
に
関
し
て
、
思
想
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
表
現
と
一
線
を

画
し
て
い
る
こ
と
、
漢
語
の
使
用
・
解
釈
に
特
殊
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

言
語
を
二
元
的
な
対
象
物
と
し
て
捉
え
な
い
こ
と
等
々
を
挙
げ
る
こ
と

が
可
能
だ
と
考
え
る
。
翻
っ
て
国
語
学
的
に
は
、
文
章
の
途
中
で

「pause

」
と
も
い
う
べ
き
不
完
全
さ
を
残
し
て
後
文
に
繋
げ
る
と
い
う

表
現
が
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
断
定
的
表
現
を
避
け
て
い

る
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
先
行
研
究
の
見
解
を
踏
ま
え
、
次
の
章
で
は
、
文
末
表
現
を

中
心
と
し
て
、文
法
的
側
面
も
勘
案
し
た
検
証
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
の
難
解
さ
は
文
章
の
複
雑
さ
、
構
文
の
組
み
立
て
の
重

層
的
構
造
に
も
一
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三　
『
正
法
眼
蔵
』
に
於
け
る
構
文
考
察

㈠　

文
法
的
な
文
体
の
分
類

　

文
の
種
類
は
、
一
般
的
に
は
、
単
文
と
複
文
に
分
け
ら
れ
る
。
構
文

を
文
法
的
に
見
て
み
る
と
、単
文
と
は
、「
一
つ
の
節
で
出
来
て
い
る
文
。

一
つ
の
述
語
と
通
常
そ
れ
に
従
属
し
て
い
く
い
く
つ
か
の
成
分
と
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。
意
味
的
に
は
、
単
一
の
叙
述
内
容
つ
ま
り
単
一
の

事
態
を
表
し
て
い
る
」（『
日
本
語
文
法
事
典
』、
日
本
語
文
法
学
会
、

大
修
館
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
九
九
頁
）
と
さ
れ
、
基
本
的
に
は
、
主

語
と
述
語
が
一
つ
ず
つ
か
ら
成
り
立
つ
文
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
複
文
は
、「
単
一
で
も
生
起
し
う
る
述
語
が
二
つ
以
上
存
在
す

る
構
造
を
い
う
も
の
。
二
つ
以
上
の
述
語
を
も
ち
、
単
一
の
発
話
行
為

を
な
す
言
語
単
位
」（
同
、
五
四
〇
頁
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
要
は
、

　

単
文　

―　

一
文
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
文
。一
つ
の
述
語
を
持
つ
。

　

複
文　

―　

 

複
数
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
文
。
二
つ
以
上
の
述

語
を
持
つ
文

と
な
る
。
こ
の
複
文
の
主
語
・
述
語
が
対
等
に
並
ん
で
い
る
場
合
、「
重

文
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
構
造
的
な
分
類
と

は
異
な
り
、「
発
話
・
伝
達
的
な
機
能
か
ら
の
分
類
」
と
し
て
、「
平
叙
文
、

疑
問
文
、
命
令
文
、
勧
誘
文
・
意
志
の
文
、
肯
定
文
・
否
定
文
、
感
嘆
文
」

（
同
、
五
六
四
頁
）、
お
よ
び
、「
反
語
文
」（
同
、
五
一
一
頁
）
等
の
内

容
的
な
分
類
も
あ
る
と
す
る
。

　

具
体
的
に
例
示
す
る
と
、
単
文
は
、「
ａ
は
ｂ
で
あ
る
」、「
ａ
が
ｂ

を
す
る
」
と
い
う
文
章
で
あ
り
、
複
文
は
、「
ａ
は
ｂ
で
あ
り
、
ｃ
は

ｄ
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、「
ａ
が
ｂ
を
し
て
ｃ
は
ｄ
を
す
る
」、「
ａ
は

ｂ
で
あ
り
ｃ
で
あ
る
」、
と
い
う
構
文
で
代
表
さ
れ
る
。
英
語
で
い
う

と
こ
ろ
の
関
係
詞
に
よ
る
構
文
（
主
節
と
従
属
節
か
ら
な
る
複
文
を
狭

い
意
味
で
の
複
文
と
称
す
る
）、
例
え
ば
、「
ａ
が
ｂ
す
る
時
に
ｃ
で
あ
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る
」、
と
い
う
よ
う
な
文
章
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
も
散
見
さ
れ
、

特
に
、
条
件
節
の
文
章
は
か
な
り
の
数
の
記
載
が
あ
る
。
今
回
は
、
単

文
に
対
す
る
位
置
づ
け
と
の
観
点
か
ら
、
重
文
と
狭
い
意
味
で
の
複
文

を
合
わ
せ
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
見
做
し
て
「
複
文
」
と
し
、さ
ら
に
、

こ
れ
ら
構
文
文
法
的
な
分
類
に
、
内
容
を
勘
案
し
て
再
分
類
し
、『
正

法
眼
蔵
』
の
複
文
の
構
文
を
次
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
を
試

み
た
。

㈡　

複
文
の
内
容
に
よ
る
分
類

　

い
わ
ゆ
る
、「
文
法
」
に
基
づ
い
た
場
合
、『
正
法
眼
蔵
』
の
文
章
は
、

複
文
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ

ら
を
前
述
の
内
容
的
分
類
を
採
り
入
れ
て
、
細
分
化
を
試
み
る
と
、
結

果
的
に
左
記
の
七
つ
の
分
類
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　

複
文
の
細
分
類　
　

　
　
　

Ａ 

平
叙
文　

↓　

肯
定
的
複
文
（
推
量
を
含
む
）

　
　
　

Ｂ 

否
定
文　

↓　

否
定
的
複
文

　
　
　

Ｃ 

疑
問
文　

↓　

疑
問
的
・
反
語
的
複
文

　
　
　

Ｄ 

命
令
文　

↓　

命
令
的
・
禁
止
的
複
文

　
　
　

Ｅ 

展
開
文　

↓　

展
開
的
複
文

　
　
　

Ｆ 

言
い
換
え　

↓　

言
い
換
え
に
よ
る
複
文

　
　
　

Ｘ 

勧
誘
文
・
意
志
の
文
・
感
嘆
文　

↓　

該
当
な
し

　

こ
れ
ら
、
Ａ
〜
Ｆ
ま
で
の
複
文
の
分
類
を
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
、
以

下
に
具
体
的
に
例
示
す
る
。

　

Ａ
．
肯
定
的
複
文

①
佛
道
も
と
よ
り
豐
儉
よ
り
跳
出
せ
る
ゆ
ゑ
に
、
生
滅
あ
り
、
迷

悟
あ
り
、
生
佛
あ
り
。（「
現
成
公
案
」、
二
頁
）

②
諸
惡
は
、
此
界
の
惡
と
佗
界
の
惡
と
同
・
不
同
あ
り
、
先
時
と

後
時
と
同
・
不
同
あ
り
、
天
上
の
惡
と
人
間
の
惡
と
同
・
不
同

な
り
。（「
諸
悪
莫
作
」、
四
二
三
頁
）

③
志
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
、
弄
眼
睛
な
り
、
壁
面
打
坐
な

り
、
面
壁
開
眼
な
り
。（「
阿
羅
漢
」、
四
九
四
頁
）

④
心
こ
れ
皮
肉
骨
髓
な
り
、
心
こ
れ
拈
華
破
顏
な
り
。（「
三
界
唯

心
」、
五
五
一
頁
）

⑤
結
跏
趺
坐
は
、
直
身
な
り
、
直
心
な
り
、
直
身
心
な
り
、
直
佛

祖
な
り
、
直
修
證
な
り
。（「
三
昧
王
三
昧
」、
八
三
〇
頁
）

⑥
い
は
ゆ
る
生
を
爲
説
す
る
に
、す
な
は
ち
佛
語
を
う
く
る
あ
り
、

生
・
老
を
爲
説
す
る
に
、
佛
語
を
う
く
る
あ
り
、
生
・
老
・
病

を
爲
説
す
る
に
、
佛
語
を
う
く
る
あ
り
、
生
・
老
・
病
・
死
を

爲
説
す
る
に
、佛
語
を
う
く
る
あ
り
。（「
四
馬
」、一
〇
六
三
頁
）

　

Ｂ
．
否
定
的
複
文

①
山
河
大
地
等
、
こ
れ
有
無
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
大
小
に
あ
ら
ず
、

得
不
得
に
あ
ら
ず
、
識
不
識
に
あ
ら
ず
、
通
不
通
に
あ
ら
ず
、
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悟
不
悟
に
變
ぜ
ず
。（「
身
心
学
道
」、
四
八
頁
）

②
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
兀
兀
地
は
佛
量
に
あ
ら
ず
、
法
量
に

あ
ら
ず
、
悟
量
に
あ
ら
ず
、
會
量
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。（「
坐
禅

箴
」、
一
四
六
頁
）

③
水
は
强
弱
に
あ
ら
ず
、
濕
乾
に
あ
ら
ず
、
動
靜
に
あ
ら
ず
、
冷

暖
に
あ
ら
ず
、有
無
に
あ
ら
ず
、迷
悟
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。（「
山

水
経
」、
三
九
九
頁
）

④
諸
佛
な
ら
び
に
國
土
は
、
兩
頭
に
あ
ら
ず
、
有
情
に
あ
ら
ず
無

情
に
あ
ら
ず
、
迷
・
悟
に
あ
ら
ず
、
善
・
惡
・
無
記
等
に
あ
ら
ず
、

淨
に
あ
ら
ず
穢
に
あ
ら
ず
、
成
に
あ
ら
ず
住
に
あ
ら
ず
壊
に
あ

ら
ず
空
に
あ
ら
ず
、
常
に
あ
ら
ず
無
常
に
あ
ら
ず
、
有
に
あ
ら

ず
無
に
あ
ら
ず
、
自
に
あ
ら
ず
佗
に
あ
ら
ず
。（「
十
方
」、

七
三
二
〜
七
三
三
頁
）

⑤
思
量
分
別
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
不
思
量
分
別
の
お
よ

ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
思
量
・
不
思
量
の
不
及
の
み
に
あ
ら
ず
。

（「
安
居
」、
八
七
三
頁
）

　

Ｃ
．
疑
問
的
・
反
語
的
複
文

①
（
恁
麼
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
心
の
所
見
こ
れ
一
齊
な
る
な
り
。

こ
れ
ら
す
で
に
心
な
り（

3
）。）
内
な
り
と
や
せ
ん
、
外
な
り
と
や

せ
ん
、來
な
り
と
や
せ
ん
、去
な
り
と
や
せ
ん
。（「
身
心
学
道
」、

四
八
頁
）

②
大
悟
底
人
却
迷
の
時
節
は
、
大
悟
を
拈
來
し
て
迷
を
造
作
す
る

か
、
佗
那
裏
よ
り
迷
を
拈
來
し
て
、
大
悟
を
蓋
覆
し
て
却
迷
す

る
か
。（「
大
悟
」、
一
一
八
頁
）

③
手
眼
世
界
な
る
べ
き
か
、
人
手
眼
の
あ
る
か
、
ひ
と
り
手
眼
の

み
飛
霹
靂
す
る
か
、
頭
正
尾
正
な
る
手
眼
の
一
條
・
兩
條
な
る

か
。（「
観
音
」、
二
六
五
頁
）

④
明
鏡
に
古
の
道
理
あ
り
や
な
し
や
、
古
鏡
に
明
の
道
理
あ
り
や

な
し
や
。（「
古
鏡
」
二
八
〇
頁
）

⑤
ち
な
み
に
、
僧
過
遮
邊
去
せ
る
、
香
嚴
の
索
底
な
り
や
、
香
嚴

の
奉
底
な
り
や
、
香
嚴
の
本
期
な
り
や
。（「
王
索
仙
陀
婆
」、

九
一
一
頁
）

⑥
（
な
む
ぢ
が
い
ふ
涅
槃
は
、
い
づ
れ
の
涅
槃
な
り
と
か
せ
む
。）

聲
聞
の
涅
槃
な
り
と
や
せ
む
、
支
佛
の
涅
槃
な
り
と
や
せ
む
、

諸
佛
の
涅
槃
な
り
と
や
せ
む
。（
永
光
寺
十
二
巻
本「
三
時
業
」、

一
〇
五
六
頁
）

　

Ｄ
．
命
令
的
・
禁
止
的
複
文
（
〜
す
べ
し
、
〜
な
か
れ
、
な
ど
）

①
崩
壊
の
形
段
は
、
こ
の
盡
十
方
界
に
參
學
す
べ
し
、
自
己
に
學

す
る
こ
と
な
か
れ
。（「
古
仏
心
」、
一
一
三
頁
）

②
作
佛
を
圖
す
る
こ
と
な
か
れ
、
坐
臥
を
脱
落
す
べ
し
。（「
坐
禅

儀
」、
一
四
二
頁
）

③
目
を
か
ろ
く
す
る
こ
と
な
か
れ
、
目
を
お
も
く
す
る
こ
と
な
か
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れ
、
耳
を
お
も
く
す
る
こ
と
な
か
れ
、
耳
を
か
ろ
く
す
る
こ
と

な
か
れ
、
耳
目
を
し
て
聰
明
な
ら
し
む
べ
し
。（「
坐
禅
箴
」、

一
四
八
頁
）

④
塚
間
の
一
堆
の
塵
土
、
あ
な
が
ち
に
を
し
む
こ
と
な
か
れ
、
あ

な
が
ち
に
か
へ
り
み
る
こ
と
な
か
れ
。（「
行
持
・
上
」、

一
九
六
頁
）

⑤
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
ほ
と
け
を
供
養
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と

す
る
に
、
そ
の
身
ま
づ
し
、
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
、
そ
の
い
へ

ま
づ
し
、
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。（「
供
養
諸
仏
」、
九
九
八
頁
）

　

Ｅ
．
展
開
的
複
文
（
述
語
の
機
能
・
内
容
が
異
な
る
文
）

①
し
か
あ
る
を
、
佛
性
は
動
・
不
動
に
よ
り
て
在
・
不
在
し
、
識
・

不
識
に
よ
り
て
神
・
不
神
な
り
、
知
・
不
知
に
性
・
不
性
な
る

べ
き
、
と
邪
執
せ
る
は
外
道
な
り
。（「
仏
性
」、
四
五
頁
）

②
經
歷
と
い
ふ
は
、
風
雨
の
東
西
す
る
が
ご
と
く
學
し
き
た
る
べ

か
ら
ず
、
盡
界
は
不
動
轉
な
る
に
あ
ら
ず
、
不
進
退
な
る
に
あ

ら
ず
、
經
歴
な
り
。（「
有
時
」、
二
九
六
〜
二
九
七
頁
）

③
い
か
な
ら
ん
か
非
佛
と
疑
著
せ
ら
れ
ん
と
き
、
思
量
す
べ
し
、

佛
よ
り
以
前
な
る
ゆ
ゑ
に
非
佛
と
い
は
ず
、
佛
よ
り
の
ち
な
る

ゆ
ゑ
に
非
佛
と
い
は
ず
、
佛
を
こ
ゆ
る
ゆ
ゑ
に
非
佛
な
る
に
あ

ら
ず
、
た
だ
ひ
と
へ
に
佛
向
上
な
る
ゆ
ゑ
に
非
佛
な
り
。（「
仏

向
上
事
」、
三
四
八
頁
）

④
こ
こ
ろ
を
あ
ら
ひ
、
身
を
あ
ら
ひ
、
み
み
を
あ
ら
ひ
、
め
を
あ

ら
ふ
て
、
見
聞
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。（「
発
無
上
心
」、

八
一
二
頁
）

⑤
第
二
に
は
、
初
禪
を
え
て
初
果
と
お
も
ひ
、
二
禪
を
え
て
第
二

果
と
お
も
ひ
、
三
禪
を
え
て
第
三
果
と
お
も
ひ
、
四
禪
を
え
て

第
四
果
と
お
も
ふ
、
第
二
の
あ
や
ま
り
な
り
。（「
四
禅
比
丘
」、

一
〇
六
六
頁
）

　

Ｆ
．
言
い
換
え
に
よ
る
複
文

①
ま
こ
と
に
し
る
べ
し
、
初
心
の
坐
禪
は
最
初
の
坐
禪
な
り
、
最

初
の
坐
禪
は
最
初
の
坐
佛
な
り
。（「
坐
禅
箴
」、
一
五
一
〜

一
五
二
頁
）

②
い
は
ゆ
る
十
二
時
は
、
十
二
面
な
り
、
十
二
面
は
、
十
二
鏡
な

り
、
古
今
は
十
二
時
の
所
使
な
り
、
こ
の
道
理
を
指
示
す
る
な

り
。（「
古
鏡
」、
二
七
七
頁
）

③
も
し
畫
は
實
に
あ
ら
ず
と
い
は
ば
、
萬
法
み
な
實
に
あ
ら
ず
、

萬
法
み
な
實
に
あ
ら
ず
ば
、
佛
法
も
實
に
あ
ら
ず
。（「
画
餅
」、

三
二
八
〜
三
二
九
頁
）

④
し
か
あ
る
を
、
艸
木
・
瓦
礫
を
認
じ
て
無
情
と
す
る
は
不
徧
學

な
り
、
無
情
を
認
じ
て
艸
木
・
瓦
礫
と
す
る
は
不
參
飽
な
り
。

（「
無
情
説
法
」、
六
一
六
頁
）

⑤
黄
金
妙
相
と
い
ふ
は
著
衣
喫
飯
な
り
、
著
衣
喫
飯
は
黄
金
妙
相
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な
り
。（「
家
常
」、
七
七
三
頁
）

⑥
（
あ
き
ら
か
に
し
り
ぬ
、
西
天
東
土
、
佛
祖
正
傳
す
る
と
こ
ろ

は
、
恭
敬
佛
法
僧
な
り
。） 

歸
依
せ
ざ
れ
ば
恭
敬
せ
ず
、
恭
敬

せ
ざ
れ
ば
歸
依
す
べ
か
ら
ず
。（「
帰
依
三
宝
」、
一
〇
一
〇
頁
）

こ
れ
ら
の
分
類
に
従
っ
て
、代
表
的
な
千
四
百
余
り
の
複
文
を
選
出
し
、

『
正
法
眼
蔵
』
の
構
文
を
、
各
巻
毎
に
層
別
化
し
た
の
が
、
表
「『
正
法

眼
蔵
』
七
十
五
巻
本
な
ら
び
に
十
二
巻
本
に
お
け
る
構
文
分
類
」
の
資

料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
複
文
が
多
く
使
わ
れ
た

必
然
性
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
と
推
測
す
る
が
、
前
出

の
角
田
氏
の
著
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
」

な
ど
の
禅
の
特
徴
的
な
考
え
方
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
に
は
、
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
「
不
立
文
字
」
と
い
う
言

葉
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、道
元
禅
師
に
と
っ
て「
言

葉
に
よ
ら
ず
、
行
に
よ
る
証
」
と
「
道
得
」
と
の
葛
藤
で
は
な
い
か
と

推
察
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
依
存
し
な
い
と
い
う
実
践
を
志
す
と
同

時
に
、
言
葉
で
言
い
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
相
反
す
る
概
念
、

言
葉
を
重
視
す
る
「
道
得
」
と
の
せ
め
ぎ
合
い
を
解
消
す
る
為
に
、
採

り
入
れ
た
方
法
論
が
こ
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
正
法
眼

蔵
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
六
祖
と
南
嶽
懐
譲
と
の
問
答
で
の
「
説
似
一

物
即
不
中
」
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
現
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
こ
か
ら
固
定
化
が
始
ま
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
一
つ
の
事
実
を

表
現
す
る
た
め
に
多
く
の
言
葉
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
を

抽
象
化
せ
し
め
、
事
実
・
事
象
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
言
葉
の
多
用
に
よ
る
最
大
公
約

数
的
な
理
解
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
弟
子
達
の
力
量
に
応
じ
た
受
け
取

り
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

四　

表
現
す
る
こ
と
の
工
夫

　
　
　
　

―
『
正
法
眼
蔵
』
各
巻
か
ら
の
引
用

　

道
元
禅
師
が
入
宋
し
た
際
に
、
当
時
の
中
国
禅
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

も
い
う
べ
き
「
以
心
伝
心
」・「
不
立
文
字
」
の
理
念
に
関
し
て
十
分
に

理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
従
っ
て
、「
正

伝
の
仏
法
」
を
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
な
が
ら
、
言
葉
に
依
存
し
な
い

で
主
張
し
て
い
く
こ
と
を
、
道
元
禅
師
は
独
自
の
方
法
で
実
証
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
以
下
、
言
葉
に
よ
る
表
現
と
正

し
い
法
を
得
る
こ
と
に
関
し
て
の
記
述
を
引
用
す
る
。

　
「
道
得
」
の
巻
で
は
、

諸
佛
諸
祖
は
道
得
な
り
。（
四
五
九
頁
）

〈
諸
仏
諸
祖
（
真
理
を
会
得
し
た
人
々
）
は
言
い
表
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。〉

　
「
心
不
可
得
」
の
巻
で
は
、

問
著
た
と
ひ
あ
り
と
も
、
い
ま
だ
道
處
あ
ら
ず
。
む
か
し
よ
り
い

ま
だ
一
語
を
も
道
著
せ
ざ
る
を
、
そ
の
人
と
い
ふ
こ
と
、
い
ま
だ
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あ
ら
ず
（
以
下
略
）。（
九
一
頁
）

〈
た
と
え
問
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
道
う
（
言
う
）
こ
と
を
し
て

い
な
い
。
昔
か
ら
未
だ
に
一
語
も
道
う
こ
と
が
な
い
人
を
、
法

（
証
）
を
得
た
人
と
い
う
こ
と
は
な
い
。〉

　
「
見
仏
」
の
巻
で
は
、

自
己
の
一
轉
語
に
轉
ぜ
ら
れ
て
、
自
己
の
一
轉
佛
祖
を
見
脱
落
す

る
な
り
。
こ
れ
佛
祖
の
家
常
な
り
。（
七
三
九
頁
）

〈
自
分
の
一
転
語
に
転
ぜ
ら
れ
て
、
自
分
が
一
転
し
て
仏
祖
と
な

り
、
脱
落
（
証
り
を
得
る
）
を
現
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏

祖
の
常
々
の
こ
と
で
あ
る
。〉

　
「
山
水
経
」
の
巻
で
は
、

あ
は
れ
む
べ
し
、
か
れ
ら
、
念
慮
の
語
句
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
、

語
句
の
念
慮
を
透
脱
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
。（
三
九
八
頁
）

〈
残
念
な
が
ら
、
か
れ
ら
は
、
心
の
は
た
ら
き
が
言
葉
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
し
、
言
葉
が
心
の
は
た
ら
き
を
脱
却
し
て
い
る

こ
と
も
知
ら
な
い
。〉

　

以
上
の
よ
う
に
、
言
葉
は
、
あ
く
ま
で
表
現
の
手
段
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、仏
法
（
真
理
）
を
表
現
す
る
為
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

な
お
且
つ
、
充
分
に
・
的
確
に
表
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
、実
践
的
な
「
行
」
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
家
常
」

「
洗
面
」「
洗
浄
」
の
巻
々
な
ら
び
に
、「
坐
禅
」
に
関
す
る
巻
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
道
得
」
と
共
に
、「
三
」
で
述
べ
た
南
嶽
の
「
説
示

一
物
即
不
中
」の
引
用
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。

　
「
徧
參
」
の
巻
で
の
引
用
で
は
、

南
嶽
大
慧
禪
師
、
は
じ
め
て
曹
谿
古
佛
に
參
ず
る
に
、
古
佛
い
は

く
、
是
甚
麼
物
恁
麼
來
。
こ
の
泥
彈
子
を
徧
參
す
る
こ
と
、
始
終

八
年
な
り
。
末
上
に
徧
參
す
る
一
著
子
を
、
古
佛
に
白
し
て
ま
う

さ
く
、
懐
讓
會
得
當
初
來
時
、
和
尚
接
懐
讓
是
甚
麼
物
恁
麼
來
。

ち
な
み
に
曹
谿
古
佛
道
、儞
作
麼
生
會
。
と
き
に
大
慧
ま
う
さ
く
、

説
似
一
物
即
不
中
。
こ
れ
徧
參
現
成
な
り
、
八
年
現
成
な
り
。

（
七
五
一
〜
七
五
二
頁
）

と
述
べ
、
言
葉
に
表
し
た
途
端
に
固
定
化
が
始
ま
り
、
次
の
瞬
間
、
そ

れ
は
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
ジ
レ
ン
マ
を
道
元

禅
師
は
、「
単
文
」（
固
定
化
）
か
ら
「
複
文
」（
流
動
的
＝
複
層
的
＝

イ
メ
ー
ジ
化
）
へ
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
図
的
に
解
消
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
真
理

（
仏
法
）
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、

前
提
と
し
て
「
行
」
が
必
要
で
あ
る
が
、
真
理
は
言
葉
に
よ
っ
て
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、『
正
法
眼
蔵
』
を
和
文
で
著
し
た

意
図
で
あ
る
と
考
え
る
。
命
に
限
り
が
あ
る
以
上
、
自
身
が
寂
滅
し
た

後
も
、
実
際
に
「
行
」
を
通
し
て
の
嗣
法
が
困
難
と
な
っ
て
も
、
言
葉

に
よ
っ
て
「
伝
え
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
と
言
え
る
。

　

以
上
の
、
表
現
方
法
を
通
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
道
元
禅
師
が
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『正法眼蔵』七十五巻本ならびに十二巻本における構文分類	 （1 of 2）

巻数 巻　名 肯定的複文 否定的複文 疑問的 ･
反語的複文

命令的 ･
禁止的複文 展開的複文 言い換えに

よる複文 小   計

1 現成公案 14 7 0 0 3 1 25
2 摩訶般若波羅蜜 8 0 0 0 0 1 9
3 仏　　性 50 20 9 4 21 11 115
4 身心学道 21 6 1 1 10 1 40
5 即心是仏 9 10 0 0 2 0 21
6 行仏威儀 11 11 6 0 4 3 35
7 一顆明珠 8 1 2 0 3 0 14
8 心不可得 1 2 0 0 1 0 4
9 古仏心 6 0 3 1 4 1 15
10 大　悟 15 10 1 0 5 0 31
11 坐禅儀 4 1 0 1 1 0 7
12 坐禅箴 14 8 5 1 6 2 36
13 海印三昧 6 6 0 0 6 3 21
14 空　華 8 0 0 0 5 2 15
15 光　明 1 1 1 0 0 4 7

16
行持（上） 44 10 3 2 9 2 70
行持（下） 32 10 2 3 7 2 56

17 恁　麼 3 0 0 0 1 2 6
18 観　音 0 2 1 0 0 1 4
19 古　鏡 7 4 3 0 0 4 18
20 有　時 4 0 0 0 3 2 9
21 授　記 17 3 3 0 2 3 28
22 全　機 0 2 0 0 0 5 7
23 都　機 2 2 0 0 1 4 9
24 画　餅 7 0 0 0 4 5 16
25 渓声山色 3 1 3 0 2 2 11
26 仏向上事 4 0 0 0 8 4 16
27 夢中説夢 14 2 0 0 6 3 25
28 礼拝得髄 5 2 0 0 0 0 7
29 山水経 9 7 1 0 10 3 30
30 看　経 6 3 2 0 1 0 12
31 諸悪莫作 10 3 0 0 5 6 24
32 伝　衣 9 3 4 0 6 1 23
33 道　得 5 3 0 0 1 0 9
34 仏　教 11 2 0 0 3 3 19
35 神　通 8 1 0 0 2 2 13
36 阿羅漢 3 1 1 0 0 0 5
37 春　秋 0 0 1 0 0 0 1
38 葛　藤 0 0 0 0 0 2 2
39 嗣　書 1 1 0 0 0 1 3
40 栢樹子 2 0 0 0 0 2 4
41 三界唯心 9 3 0 0 3 7 22
42 説心説性 5 0 0 0 1 1 7
43 諸法実相 8 0 0 0 1 4 13
44 仏　道 2 5 1 0 0 0 8
45 密　語 6 1 0 0 0 1 8
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『正法眼蔵』七十五巻本ならびに十二巻本における構文分類	 （2 of 2）

巻数 巻　名 肯定的複文 否定的複文 疑問的 ･
反語的複文

命令的 ･
禁止的複文 展開的複文 言い換えに

よる複文 小   計

46 無情説法 4 2 2 0 1 4 13
47 仏　経 8 0 0 0 1 1 10
48 法　性 3 0 0 0 3 0 6
49 陀羅尼 4 0 0 0 3 1 8
50 洗　面 0 3 1 0 5 0 9
51 面　授 7 2 0 0 0 1 10
52 仏　祖 2 0 0 0 0 0 2
53 梅　華 7 0 0 0 4 4 15
54 洗　浄 4 0 1 0 1 1 7
55 十　方 5 2 0 0 3 0 10
56 見　仏 12 3 0 0 8 1 24
57 遍　参 11 3 0 0 1 0 15
58 眼　睛 5 0 0 0 3 0 8
59 家　常 3 1 0 0 0 1 5
60 三十七品菩提分法 39 6 2 0 17 3 67
61 龍　吟 6 0 0 0 1 0 7
62 祖師西来意 3 0 1 0 1 1 6
63 発無上心 12 1 0 0 6 2 21
64 優曇華 7 0 0 0 0 2 9
65 如来全身 6 1 0 0 0 0 7
66 三昧王三昧 5 0 2 0 0 0 7
67 転法輪 4 0 0 0 1 0 5
68 大修行 7 5 1 0 3 0 16
69 自証三昧 22 5 0 0 1 0 28
70 虚　空 2 0 0 0 2 0 4
71 鉢　盂 1 2 0 0 0 1 4
72 安　居 5 6 0 0 0 0 11
73 他心通 3 11 0 0 0 0 14
74 王索仙陀婆 1 1 3 0 0 0 5
75 出　家 3 2 0 0 0 0 5

小　　計 613 210 66 13 212 124 1238
12-1 出家功徳 10 3 2 0 3 0 18
12-2 受　戒 2 1 0 0 1 0 4
12-3 袈裟功徳 20 11 5 0 1 0 37
12-4 発菩提心 7 12 0 0 2 0 21
12-5 供養諸仏 4 1 2 2 0 0 9
12-6 帰依仏法僧宝 12 1 0 1 3 1 18
12-7 深信因果 5 4 0 0 3 0 12
12-8 三時業 5 2 3 0 3 0 13
12-9 四　馬 4 4 0 0 2 0 10
12-10 四禅比丘 6 14 9 0 5 0 34
12-11 一百八法明門 0 0 0 0 0 0 0
12-12 八大人覚 1 3 0 0 1 0 5

小　　計 76 56 21 3 24 1 181
合　　計 689 266 87 16 236 125 1419
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自
身
の
教
義
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
断
定
的
な
単
文
に
よ
ら

ず
に
、
敢
え
て
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
た
複
文
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ

と
で
、
言
葉
の
固
定
化
を
避
け
た
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
個
々
人
の

イ
メ
ー
ジ
化
（
思
念
へ
の
啐
啄
、
気
づ
き
）・
概
念
化
に
よ
っ
て
教
義

を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
、
道
元
禅
師
が
イ
メ
ー
ジ
化
や
概
念
化
を
容
認
し
て

い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、「
現
成
公
案
」の
巻
に
は
、

身
心
を
擧
し
て
色
を
見
取
し
、身
心
を
擧
し
て
聲
を
聽
取
す
る
に
、

し
た
し
く
會
取
す
れ
ど
も
、
か
が
み
に
か
げ
を
や
ど
す
が
ご
と
く

に
あ
ら
ず
、
水
と
月
と
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
。（
三
頁
）

人
の
、
悟
り
を
う
る
、
水
に
月
の
や
ど
る
が
ご
と
し
。（
四
頁
）

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
言
葉
は
、
禅
宗
で
し
ば
し
ば
喩
え
ら
れ
る
「
月

を
さ
す
指
」
の
よ
う
に
、法
（
真
理
）
を
導
く
手
段
で
し
か
な
い
も
の
の
、

現
実
に
は
交
わ
ら
な
い
「
水
」
と
「
月
」
の
言
葉
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

五　

道
元
禅
師
に
と
っ
て
の
、
師
と
弟
子
の
関
係

　

道
元
禅
師
の
学
問
に
対
す
る
考
え
方
は
、「
身
心
学
道
」
の
巻
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
学
道
と
は
、

（
か
く
の
ご
と
く
の
心
、
み
づ
か
ら
學
道
す
る
こ
と
を
慣
習
す
る

を
、
心
學
道
と
い
ふ
と
決
定
信
受
す
べ
し
。
こ
の
信
受
、
そ
れ
大

小
・
有
無
に
あ
ら
ず
。
い
ま
の
知
家
非
家
捨
家
出
家
の
學
道
、
そ

れ
大
小
の
量
に
あ
ら
ず
、
遠
近
の
量
に
あ
ら
ず
。
鼻
祖
鼻
末
に
あ

ま
る
、
向
上
向
下
に
あ
ま
る
。）
展
事
あ
り
、
七
尺
八
尺
な
り
。

投
機
あ
り
、
爲
自
爲
佗
な
り
。
恁
麼
な
る
、
す
な
は
ち
學
道
な
り
。

（
四
八
〜
四
九
頁
）

〈
弟
子
は
自
己
の
境
界
を
（
そ
の
時
そ
の
時
の
場
合
に
応
じ
て
）

述
べ
、
師
は
弟
子
の
機
根
に
応
じ
て
自
か
ら
為
し
他
者
の
為
に

す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
学
道
で
あ
る
。〉

と
述
べ
て
い
る
。

　

で
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
法
（
真
理
）
を
言
い
表
す
こ
と
を
実
際
に
担

う
、「
師
と
弟
子
と
の
関
係
」
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
道
元
禅
師
に
と
っ
て
、「
あ
る
べ
き
弟
子
の
姿
」、「
あ
る
べ
き

正
師
の
姿
」
と
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、『
学

道
用
心
集
』
か
ら
検
証
し
て
み
る
。

㈠　

修
行
す
る
態
度

佛
法
修
行
、
必
稟
先
達
之
眞
訣
、
不
用
私
用
心
歟
。

〈
仏
法
修
行
は
、
必
ず
先
達
の
真
訣
を
稟
け
、
私
の
用
心
を
用
い

ざ
る
も
の
か
。〉（『
道
元
禅
師
全
集（

4
）』

下
巻
、
二
五
五
頁
）

但
爲
佛
法
可
修
之
也
。

〈
但
だ
、
仏
法
の
た
め
に
之
を
修
す
べ
き
也
。〉（
同
）

㈡　

師
と
は
、

見
言
而
察
也
。

〈
言
を
見
て
而
し
て
察
す
る
也
。〉（
同
、
二
五
六
頁
）



二
〇
一

『
正
法
眼
蔵
』
の
言
語
表
現
に
関
す
る
一
考
察
（
藤
川
）

縦
雖
與
良
藥
、
不
教
銷
方
、
作
病
之
甚
於
服
毒
。

〈
た
と
え
良
薬
を
与
う
と
い
え
ど
も
、
銷
方
を
教
え
ざ
れ
ば
、
病

と
作
る
こ
と
之
れ
毒
を
服
す
る
よ
り
も
甚
だ
し
。〉（
同
前
）

㈢　

正
師
と
は
、

夫
正
師
者
、
不
問
年
老
耆
宿
、
唯
明
正
法
兮
、
得
正
師
之
印
證
也
。

文
字
不
爲
先
、
解
會
不
爲
先
、
有
格
外
之
力
量
、
有
過
節
之
志
氣
、

不
拘
我
見
、
不
滯
情
識
、
行
解
相
應
、
是
乃
正
師
也
。

〈
そ
れ
正
師
と
は
、
年
老
耆
宿
を
問
わ
ず
、
唯
だ
正
法
を
明
ら
め
、

正
師
の
印
証
を
得
る
も
の
な
り
。
文
字
を
先
と
為
ず
、
解
会
を

先
と
為
ず
、
格
外
の
力
量
を
有
し
、
過
節
の
志
気
有
り
て
、
我

見
に
拘
ら
ず
、
情
識
に
滞
ら
ず
、
行
解
相
応
す
る
、
是
れ
乃
ち

正
師
な
り
。〉（
同
前
）

　

こ
の
よ
う
に
、
道
元
禅
師
に
と
っ
て
「
弟
子
」
と
は
、「
真
理
を
稟

け
て
、
私
心
を
用
い
ず
、
た
だ
仏
法
の
た
め
に
修
行
す
る
弟
子
」
で
あ

り
、「
正
師
」
は
、「
真
理
を
明
ら
か
に
出
来
、
正
し
い
方
法
で
導
き
、

年
齢
や
学
徳
の
高
低
や
人
望
の
厚
薄
に
関
わ
り
な
く
、
修
行
と
理
解
が

合
致
」
し
て
、
弟
子
を
導
く
力
量
を
具
え
た
人
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

こ
れ
ら
の
引
用
の
中
で
特
に
「
銷
方
」（
薬
の
溶
か
し
方
）
の
言
葉
は
、

道
元
禅
師
の
弟
子
へ
の
教
導
の
た
め
の
言
葉
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
道
元
禅
師
は
、
自
ら
が
「
か
く
な
る
べ
し
」
と
考
え
て
い
た
正
師

と
し
て
、
良
薬
（
仏
法
）
を
正
し
く
処
方
し
て
弟
子
達
へ
、
複
文
の
多

用
に
よ
る
『
正
法
眼
蔵
』
を
著
わ
す
こ
と
で
、
言
葉
の
固
定
化
を
回
避

す
る
と
と
も
に
、
結
果
的
に
、
弟
子
達
を
各
々
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
導

い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
元
禅
師
は
、「
葛
藤
」
の

巻
に
お
い
て
、

祖
道
の
皮
・
肉
・
骨
・
髓
は
、
淺
深
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ

見
解
に
殊
劣
あ
り
と
も
、祖
道
は
得
吾
な
る
の
み
な
り
。（
五
〇
六

頁
）

と
述
べ
て
い
て
、
仏
道
の
得
吾
に
お
い
て
優
劣
を
設
け
ら
れ
て
は
い
な

い
は
ず
で
あ
る
。

六　

結
論

　

道
元
禅
師
に
と
っ
て
、
仏
法
は
言
葉
で
言
い
表
さ
れ
、
正
し
く
伝
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、『
正
法
眼
蔵
』
の
読
解
の
難
し

さ
に
つ
い
て
、
複
文
に
よ
る
言
語
表
現
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
き
た
。

先
ず
、「
三
」
で
、『
正
法
眼
蔵
』
各
巻
の
複
文
の
内
容
を
、
文
法
的
・

内
容
的
分
類
に
よ
っ
て
構
文
を
仕
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
本
文
の
引

用
に
よ
り
示
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
、
道
元
禅
師
が
複
文
を
多

用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
「
四
」
で
、
単
文
か
ら
複
文

の
多
用
へ
と
表
現
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、言
葉
の
固
定
化
を
避
け
、

そ
の
結
果
、
言
語
の
抽
象
化
が
可
能
と
な
り
、
事
物
・
事
象
の
最
大
公

約
数
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
。
さ
ら
に
、「
五
」
で
は
、『
学
道
用
心
集
』
か
ら
弟
子
と
正
師
の
あ

り
方
を
検
証
し
、
複
文
を
用
い
た
表
現
に
よ
っ
て
、
副
次
的
に
、
弟
子
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達
の
力
量
に
応
じ
て
教
義
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
確
認

で
き
た
と
思
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
道
元
禅
師
が
、
直
弟
子
お
よ
び
将
来
の
弟
子
に

『
正
法
眼
蔵
』
を
複
文
の
多
用
に
よ
る
和
文
で
残
さ
れ
た
目
的
と
意
図

は
、
第
一
に
は
、
言
葉
の
固
定
化
を
避
け
る
こ
と
、
第
二
に
、
副
次
的

に
各
人
の
力
量
に
応
じ
て
の
理
解
を
可
能
と
さ
せ
る
こ
と
だ
と
言
え

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
正
法
眼
蔵
』
に

お
け
る
複
文
の
多
用
は
、言
葉
の
抽
象
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

各
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
学
人
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
理
解
が
結
果
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
問
題
と
な

る
の
は
、
道
元
禅
師
が
言
語
表
現
に
よ
る
教
義
の
概
念
化
を
肯
定
し
て

い
る
か
否
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
「
水
と
月
」
と
の
関
係

性
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
る
方
法
で
あ
り
、「
正
伝

の
仏
法
」を
伝
え
る
方
法
と
し
て
深
い
意
味
が
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、こ
れ
ら
の
言
語
表
現
に
つ
い
て
、新
刊
の
『
本

山
版
訂
補
正
法
眼
蔵
』
に
よ
る
複
文
の
分
類
の
再
確
認
を
行
い
、
最
終

形
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
漢
籍
の
対
句
表
現
と
の
比
較

等
も
考
慮
し
た
分
析
を
通
し
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

注
記

（
１
） 「
永
平
寺
示
庫
院
文
」
は
、七
十
五
巻
本
お
よ
び
六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』

で
は
収
集
さ
れ
て
お
ら
ず
、
九
十
五
巻
で
は
、「
本
山
版
」
の
第
八
十
一
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
流
布
本
」

で
は
、
第
八
十
二
巻
に
配
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 「
観
音
導
利
興
聖
護
国
寺
重
雲
堂
式
」
は
、
右
記
と
同
様
、
九
十
五
巻
の

第
五
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
） 

引
用
文
の
理
解
の
た
め
に
、
前
文
を
記
載
す
る
場
合
は
、（　

）
で
、
表

わ
し
た
。

（
４
） 

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
正
法
眼
蔵
』、
言
語
表
現
、
複
文
、
教
導
、
教
義
の

概
念
化


